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4）地下乗り入れ案
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２．第２～４回調査検討会資料の訂正

平成27年1月20日（火）第2回 調査検討会



第5回 路面電車岡山駅前広場乗り入れ計画案調査検討会

３類型 ３類型 

 ①案 ②案 ③案 ④案 

略図 

    

歩行者デッキ 
のルート 

・既設の乗車、降車ホームと東西連絡通路を接続 

・駅周辺の建物と階段で接続 

・既設の乗車、降車ホームと東西連絡通路を接続 

・駅周辺の建物と階段で接続 

・既設の乗車、降車ホームと東西連絡通路を接続 

・駅周辺の建物と階段で接続 

・既設の乗車、降車ホームと東西連絡通路を接続 

・駅周辺の建物と階段で接続 

（歩
行
距
離
） 

乗
換
距
離 

鉄道 
東西連絡通路まで約 120ｍ（乗車ホームから） 

※現在 180m（乗車ホームから） 
○ 東西連絡通路まで約 120ｍ（乗車ホームから） ○ 

東西連絡通路まで 約 180ｍ（乗車ホームから） 

※現在 180m（乗車ホームから） 
△ 

東西連絡通路まで 

約 180ｍ（乗車ホームから） 
△ 

バス 
バス総合案内所まで 約 180ｍ（乗車ホームから）

※現在 170m（乗車ホームから） 
△ 

バス総合案内所まで 

約 180ｍ（乗車ホームから） 
△ 

バス総合案内所まで 約 220ｍ（乗車ホームから） 

※現在 170m（乗車ホームから） 
△ 

バス総合案内所まで 

約 220ｍ（乗車ホームから） 
△ 

ﾀｸｼｰ 
タクシーのりばまで 約 230ｍ（乗車ホームから） 

※現在 260m（乗車ホームから） 
△ 

タクシーのりばまで 

約 230ｍ（乗車ホームから） 
△ 

タクシーのりばまで 約 280ｍ（乗車ホームから） 

※現在 260m（乗車ホームから） 
△ 

タクシーのりばまで 

約 280ｍ（乗車ホームから） 
△ 

 

駅前広

場内へ

の影響 

評価× 

の施設 

なし 
－ 

なし 
－ 

なし 

 
－ 

なし  

 
－ 

評価△ 

の施設 

・記念樹 
○ 

・記念樹 
○ 

・吉備沃野   ・桃太郎像 

・噴水     ・カリヨン 
△ 

・吉備沃野   ・桃太郎像 

・噴水     ・カリヨン 
△ 

地下構造物 
への影響 

・歩行者デッキの柱を地下街の店舗内に設ける必要

があり、店舗の移転が必要（１店舗） 

・地下街の柱を補強（650mm⇒1450mm）するため、

一時的に店舗への休業補償が必要（10 柱、4 店舗） 

・地下への既設の階段は、電停とデッキを結ぶ新設

階段に支障し閉鎖となる 

× 

・歩行者デッキの柱を地下街の店舗内に設ける必要

があり、店舗の移転が必要（１店舗） 

・地下街の柱を補強（650mm⇒1450mm）するため、

一時的に店舗への休業補償が必要（10 柱、4 店舗） 

・地下階段は、電停とデッキを結ぶ階段に支障しな

いため継続使用可能 

△ 

・歩行者デッキの柱は地下街の店舗内に設ける必要

があり、店舗の営業範囲の縮小及び一時的な店舗

への休業補償が必要（１店舗） 

・地下街の柱を補強（650mm⇒1450mm）するため、

一時的に店舗への休業補償が必要（30 柱、10 店

舗） 

・地下への既設の階段は、電停とデッキを結ぶ新設

階段に支障し閉鎖となる 

× 

・歩行者デッキの柱は地下街の店舗内に設ける必要

があり、店舗の営業範囲の縮小及び一時的な店舗

への休業補償が必要（１店舗） 

・地下街の柱を補強（650mm⇒1450mm）するため、

一時的に店舗への休業補償が必要（30 柱、10 店

舗） 

・地下階段は、電停とデッキを結ぶ階段に支障しな

いため継続使用可能 

△ 

地下埋設物 

への影響 

歩行者デッキの柱位置に埋設物がある場合は、移設

等の対応が必要 
△ 

歩行者デッキの柱位置に埋設物がある場合は、移設

等の対応が必要 
△ 

歩行者デッキの柱位置に埋設物がある場合は、移設

等の対応が必要 
△ 

歩行者デッキの柱位置に埋設物がある場合は、移設

等の対応が必要 
△ 

そ
の
他 

バリアフ

リー対策 
乗車・降車ホームにエレベータを設置 ○ 乗車・降車ホームにエレベータを設置 ○ 乗車・降車ホームにエレベータを設置 ○ 乗車・降車ホームにエレベータを設置 ○ 

電停から

の歩行者

動線 

乗車・降車ホームとも既設の平面移動に加え、デッ

キによる連絡が可能 
○ 

乗車・降車ホームとも既設の平面・地下移動に加え、

デッキによる連絡が可能 
○ 

乗車・降車ホームとも既設の平面移動に加え、デッ

キによる連絡が可能 
○ 

乗車・降車ホームとも既設の平面・地下移動に加え、

デッキによる連絡が可能 

 

○ 

駅前電停

への影響 
現在の電停と変化なし ○ 

乗車ホームに歩行者デッキとの階段を設けるため、

ホームを短くする必要あり  
△ 現在の電停と変化なし ○ 

乗車ホームに歩行者デッキとの階段を設けるため、

ホームを短くする必要あり 
△ 

地下通路

への階段 
乗車ホームと接続する階段に支障するため撤去 △ 乗車ホームと接続する階段には支障なし ○ 乗車ホームと接続する階段に支障するため撤去 △ 乗車ホームと接続する階段には支障なし ○ 

評価 
× 

（電停と地下通路を結ぶ既設の階段に支障） 

 

△ 
× 

（電停と地下通路を結ぶ既設の階段に支障） 

 

△ 

 

 

 Ｎ 東西 

連絡通路 

記念樹 

東西 

連絡通路 

記念樹 

Ｎ 
吉備沃野 

桃太郎像、噴水 

カリヨン 

東西 

連絡通路 

 Ｎ 

 

 
吉備沃野 

桃太郎像、噴水 

カリヨン 

東西 

連絡通路 

Ｎ 

5）歩行者デッキ連結案
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２．第２～４回調査検討会資料の訂正

平成27年1月20日（火）第2回 調査検討会歩行者デッキ連結案の比較（その1）



第5回 路面電車岡山駅前広場乗り入れ計画案調査検討会

３類型 ３類型 

  ⑤案 ⑥案 

略図 

 
 

 

歩行者デッキ 
のルート 

・既設の乗車、降車ホームと東西連絡通路を接続 

・駅周辺の建物と階段で接続 

・既設の電停、東西連絡通路、バスターミナルの各施設

を円形の歩行者デッキにより接続 

（歩
行
距
離
） 

乗
換
距
離 

鉄道 
東西連絡通路まで 

約 140ｍ（乗車ホームから） 
○ 

東西連絡通路まで 

約 200ｍ（乗車ホームから） 
△ 

バス 
バス総合案内所まで 

約 170ｍ（乗車ホームから） 
△ 

バス総合案内所まで 

約 240ｍ（乗車ホームから） 
△ 

ﾀｸｼｰ 
タクシーのりばまで 

約 240ｍ（乗車ホームから） 
△ 

タクシーのりばまで  

約 300ｍ（乗車ホームから） 
△ 

(注 1) 

駅前広

場内へ

の影響 

評価× 

の施設 

・支柱がバスターミナル（１番のりば流出部）に一

部支障 

※バスの流出に支障しない 

－ 

△ 

・支柱がバスターミナル（出口 1 車線）に一部支

障 

※施設の代替が可能 

－ 

△ 

評価△ 

の施設 

・吉備沃野 

△ 

・吉備沃野 

・桃太郎像 

・噴水 

・カリヨン 

△ 

地下構造物 
への影響 

・歩行者デッキの柱を地下通路内に設ける必要があ

る。基礎及び柱施工時に床板の撤去・復旧等を伴

うため一時的に通路の通行に支障する。 

・地下街の柱を補強（650mm⇒1450mm）するため、

一時的に店舗への休業補償が必要（8 柱、6 店舗） 

・地下階段は、電停とデッキを結ぶ階段に支障しな

いため継続使用可能 

△ 

・歩行者デッキの柱を地下通路内に設ける必要が

ある。基礎及び柱施工時に床板の撤去・復旧等

を伴うため一時的に通路の通行に支障する。 

・地下街の柱を補強（650mm⇒1450mm）するため、

一時的に店舗への休業補償が必要（8 柱、6 店舗） 

・地下階段は、電停とデッキを結ぶ階段に支障し

ないため継続使用可能 

△ 

地下埋設物 

への影響 

歩行者デッキの柱位置に埋設物がある場合は、移設

等の対応が必要 
△ 

歩行者デッキの柱位置に埋設物がある場合は、移

設等の対応が必要 
△ 

そ
の
他 

バリアフ

リー対策 
乗車・降車ホームにエレベータを設置 ○ 乗車・降車ホームにエレベータを設置 ○ 

電停から

の歩行者

動線 

乗車・降車ホームとも既設の平面・地下移動に加え、

デッキによる連絡が可能 
○ 

乗車・降車ホームとも既設の平面・地下移動に加

え、デッキによる連絡が可能 
○ 

駅前電停

への影響 

乗車ホームに歩行者デッキとの階段を設けるため、

ホームを短くする必要あり 
△ 

乗車ホームに歩行者デッキとの階段を設けるた

め、ホームを短くする必要あり 
△ 

地下通路

への階段 
乗車ホームと接続する階段には支障なし ○ 乗車ホームと接続する階段には支障なし ○ 

評価 
 

△ 

 

△ 
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２．第２～４回調査検討会資料の訂正

歩行者デッキ連結案の比較（その2）
平成27年1月20日（火）第2回 調査検討会

5）歩行者デッキ連結案



第5回 路面電車岡山駅前広場乗り入れ計画案調査検討会

・各検討案について、以下の項目により、再度二次選定を行った。

・上位3位までの計画案を抽出し、3つの類型に絞り込んだ。

19

２．第２～４回調査検討会資料の訂正

（3）二次選定

平成27年3月24日（火）第3回 調査検討会

＜第３回 調査検討会＞



第5回 路面電車岡山駅前広場乗り入れ計画案調査検討会

・平面乗り入れ案（タクシー高架案 含む）

20

２．第２～４回調査検討会資料の訂正

（4）各案の評価内容の詳細

平成27年3月24日（火）第3回 調査検討会



第5回 路面電車岡山駅前広場乗り入れ計画案調査検討会

21

２．第２～４回調査検討会資料の訂正

・高架乗り入れ案
平成27年3月24日（火）第3回 調査検討会



第5回 路面電車岡山駅前広場乗り入れ計画案調査検討会

22

２．第２～４回調査検討会資料の訂正

・地下乗り入れ案 平成27年3月24日（火）第3回 調査検討会



第5回 路面電車岡山駅前広場乗り入れ計画案調査検討会

 
歩行者デッキ連結案 

②案 ④案 ⑤案 ⑥案 

略図 

    

利
便
性 

鉄道との 

乗換距離 

・既設電停（乗車ホームから）～東西連絡通路約 130ｍ。 
※現在 180m（乗車ホームから） 

△ 
３ 

・既設電停（乗車ホームから）～東西連絡通路約 150ｍ。 
△ 
３ 

・既設電停（乗車ホームから）～東西連絡通路約 140ｍ。 
△ 

３ 
・既設電停（乗車ホームから）～東西連絡通路約 180ｍ。 

× 
１ 

周
辺

へ
の
影
響 

駅周辺商店

街等への影

響 

・ビックカメラ側、及び高島屋側に通じる階段等の設置
が可能であり、周辺商業施設へのアクセスは向上。 

○ 
５ 

・ビックカメラ側、及び高島屋側に通じる階段等の設置
が可能であり、周辺商業施設へのアクセスは向上。 

○ 
５ 

・ビックカメラ側、及び高島屋側に通じる階段等の設置
が可能であり、周辺商業施設へのアクセスは向上。 

○ 

５ 
・ビックカメラ側、及び高島屋側に通じる階段等の設置

が可能であり、周辺商業施設へのアクセスは向上。 
○ 
５ 

に
ぎ
わ
い 

駅前広場

（滞留ｽﾍﾟｰ

ｽ）への影響 

・駅前広場の面積は、延伸ルートにより約 5 ㎡縮小。 
△ 
３ 

・駅前広場の面積は、延伸ルートにより約 10 ㎡縮小。 
△ 
３ 

・駅前広場の面積は、延伸ルートにより約 10 ㎡縮小。 
△ 

３ 
・駅前広場の面積は、延伸ルートにより約 15 ㎡縮小。 

△ 
３ 

発
展
性 

市役所筋へ 

の延伸対応 
・市役所筋への延伸は可能。 

○ 
５ 

・市役所筋への延伸は可能。 
○ 
５ 

・市役所筋への延伸は可能。 
○ 

５ 
・市役所筋への延伸は可能。 

○ 
５ 

評 価 
○：２、△：２、×：０ 

合計点数：１６ 
○：２、△：２、×：０ 

合計点数：１６ 
○：２、△：２、×：０ 

合計点数：１６ 
○：２、△：１、×：１ 

合計点数：１４ 

（参考） 
概算事業費 

20.6 億円 27.8 億円 23.1 億円 33.1 億円 
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２．第２～４回調査検討会資料の訂正

・歩行者デッキ連結案

平成27年3月24日（火）第3回 調査検討会


